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はじめに

PIPE NETWORKの逆引きマニュアルは、従来のユーザガイドで説明しきれない、逆にどうすればこの

結果に導かれるかの質問を逆引きの形にまとめています。

このマニュアルはユーザ様からの要望でもあり、「ユーザガイドだけでは全体の作業イメージが掴

めない」という声がありました。

この度、逆引きマニュアルを創刊致しましたが、タイトルや内容についてご要望、提案等頂けまし

たら今後のネタとして活用させて頂き、続編の糧としたいと考えています。

どうぞよろしくお願い致します。
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1. プロジェクトとは？

「PIPE NETWORK（以下、PN）を起動時の手順を教えてください。」

新規プロジェクトを作成する場合は、プロジェクト情報を入力・選択します。

1. 「プロジェクト名」「都市名」「設計会社名」を入力します。

2. 管断面DB・マンホールDBは作成した外部のDBファイルを参照します。

外部のDBファイルはスタートメニューから選択できる「管断面DB編集」「マンホールDB編集」で

あらかじめ編集可能です。

3. 「OK」ボタンでプロジェクトが作成されます。

1つのファイルを1つのプロジェクトとして扱います。

複数の管網を1つのプロジェクトで作成することができます。
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1. プロジェクトとは？

「プロジェクトを新規作成した際に、最初に行うべき設定は何ですか？」

1. 「データ」-「プロジェクト情報編集」をクリックします。

2. 縦断図・流量計算書のフォーマットを設定します。

縦断図と流量計算書のフォーマットファイルは各フォルダにデフォルトで収められています。

データ納品時には必ずリンクされたフォーマットファイルも添付する必要があります。

フォーマットのデフォルトは下記の通りです。
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2. 管網の定義とは？

「PNでの管網に必要な情報や設定値は何ですか？」

1.「ホーム」-「新規管網データ」により、管網名、担当者名、処理タイプを入力または

選択します。管網名、処理タイプは後で変更することができます。

2. 面積により流出量を算出する場合(集落排水は除く)に路線単位またはスパン単位で入力するかが選択

できます。

3. プロジェクトビューに管網名が表示されます。管網名が反転しているとその管網がアクティブとなり

現在の入力・計算対象として扱われます。
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2. 管網の定義とは？

「路線データの作成方法とは？」

1.「データ」-「路線データ入力」により、路線情報を入力します。

路線の作成方法は様々です。管網ツリーでの入力、直接入力、Excelシート入力等があります。

2. 「データ」-「スパンデータ入力」により、先ほど入れた路線のスパン情報を編集します。

中間マンホールは、縦断設計時に自動で割り振ることができます。
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2. 管網の定義とは？

「路線データの作成方法とは？」

3. 「データ」-「マンホールデータ入力」により、マンホール情報を入力します。

中間マンホールは、縦断設計時に自動で割り振ることができます。自動分割時の地盤高補間も行います。

4. 「データ」-「流末マンホールデータ入力」により、管網の流末マンホールの設定をします。

1管網で流末は1つの設定となります。複数の流末(下流分岐)については、分岐するところから別名の管網

名にする必要があります。
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2. 管網の定義とは？

「管網を選択して縦断計算を行う具体的な手順を教えてください。」

1. 縦断計算時に、どの管網を計算対象にするかを指定します。

「プロジェクトビュー」により、計算したい管網を選択します。

2.「データ」-「処理式編集」にて縦断設計に使用する処理式の編集を行います。（プロジェクト単位）

3.「データ」-「係数セット編集」にて処理タイプごとの値の編集を行います。（プロジェクト単位）

4.「縦断設計」-「縦断設計パラメータ」-「一括設定」にて「流量公式」、「流速計算」、「シミュレーショ

ン」、「処理式」などを割り当てます。この縦断設計パラメータの設定は選択された管網単位で行います。

「路線単位」では路線ごとに設定できます。

5.「縦断設計」-「計算」をクリックして縦断計算を行います。
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2. 管網の定義とは？

「管網の路線番号やマンホール番号を一括で変更する方法はありますか？」

1. 路線番号の振替えは、「縦断設計」-「路線番号振替」により振替を行います。

2. マンホール番号の振替えは同じく「縦断設計」-「マンホール番号振替」により振替を行います。

3．振替順序を「延長検索順」、「枝検索順」、「なし」から選択します。

4. 「対照表を作成する」をチェックすると、新旧のマンホール番号の一覧表をテキストファイルで作成します。
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3. 縦断図を作成する手順は？

「縦断図で使用する縦断図フォーマットとは何ですか？」

1. 縦断図フォーマットはPNで縦断図を作成するための縦断図のスタイルのことです。

2. 縦断図フォーマットの作成は、スタートメニューの「PIPE NETWORK」‐「PIPE NETWORK17」を選択します。

3．「縦断図フォーマット編集」をクリックし、縦断図フォーマット編集の画面が表示されます。

4．左側のフォーマット名を選択し、ダブルクリックすると右側のビューアに内容が表示されます。
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3. 縦断図を作成する手順は？

「縦断図をレイアウト調整する方法を教えてください。」

1. 縦断図のレイアウトはフォーマットで自動で設定されます。自動で調整する機能は以下の内容です。

・帯項目の自由な設定により、文字列の自動配置が可能

・上・下の引出し線と文字列マクロの設定により、引き出し線と文字列の重複なしの自動配置が可能

・標高の切り替え設定により、適正な路線と地盤線の図面上の位置を自動調整します。
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3. 縦断図を作成する手順は？

「確認したい場所の縦断図を自動的に作成することはできますか？」

1．「縦断設計」-「計算」から縦断計算を行います。

2．メッセージビューに「管網の計算を正常に終了しました。」というメッセージが最後に表示されたら、

縦断計算がすべて完了したことを示します。

3．「縦断図」－「確認用縦断図ビュー」から確認用の縦断図を表示します。

表示箇所は「データ」－「管網データ入力」から路線を選択し、上記の手順でその路線を含む縦断図が

表示されます。
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4. 流量計算書を作成する手順は？

「流量計算に必要な情報や設定値を教えてください。」

1．「縦断設計」-「計算」から縦断計算を行います。

2．メッセージビューに「管網の計算を正常に終了しました。」というメッセージが最後に表示されたら、

縦断計算がすべて完了したことを示します。

3．「プロジェクトビュー」に管網名が表示されます。管網名が反転しているとその管網がアクティブとなり、

現在の入力・計算対象として扱われます。

4．流量計算書フォーマットをプロジェクトで指定したか確認します。

5．「データ」-「管網情報編集」から流量計算書に出力する項目を入力します。

6．「縦断設計」-「流量計算書出力」-「設定」から、出力レコード指定、単位などの設定を行います。

7．「縦断設計」-「流量計算書出力」から出力順序、出力単位などの設定を行い、管網名を指定します。

8．設定が終わったら、「流量計算書出力」をクリックします。
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5. PNで下水道設計をするときのポイントは？

「下水道設計に必要な情報を設定する際、また縦断設計時に注意すべき点は何ですか？」

PNの設定

・管網を作成する時に処理タイプを間違っていないか？ ⇒ 「プロジェクトビュー」にて処理タイプを確認

新規作成時の定義後、基本的に処理タイプの変更はできませんが、以下の方法で変更は可能になります。

「ファイル」-「管網データ複製」から処理タイプを変更して管網の複製を行えば路線情報を維持したまま処理タイ

プを変更することが可能になります。

・「データ」-「処理式編集」および「縦断設計」-「縦断設計パラメータ」の設定は正しいか？ ⇒ 各項目で確認、

修正

縦断計算

縦断計算が途中で止まる時はいくつか条件があります。

・より大きな断面が必要です ⇒ 「データ」-「管断面DB編集」-「管断面グループ編集」でより大きな断面を追加す

るか、大きな勾配を指定して流下能力を上げてみる。

・断面コードが見つかりません ⇒ 管断面の断面コードが無効である場合、縦断設計データ画面の「断面コード」を

右クリックし、コンテキストメニューの「断面コード選択」から、該当する断面コードを検索してみる。

・終点管底高（起点管底高）が制限を超えます ⇒ 上流側、下流側の管底高を固定してみる。

・管底高が固定のため地下埋設物を超えられません ⇒ 管底高をフリーにして再計算してみる。
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6. 数量帳票を作成する手順は？

「数量帳票作成に必要な手順は何ですか？」

1.「縦断設計」－「流量計算書レイアウト」からレイアウトのグループを管理します。

2.「縦断設計」－「数量帳票出力」から数量帳票を作成します。

出力に使用する数量帳票フォーマットを選択します。
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7. プロジェクトDBの編集をする手順は？

「管断面DBを編集するには？」

1.「データ」－「管断面DB編集」から管断面DBの編集を行います。

プロジェクト新規作成時に設定したDBデータを編集します。

2．管断面DBデータの表をクリック後に「操作」から「管種の選択」、「管種の作成」、「管種の編集」、

「管種の削除」を行えます。
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7. プロジェクトDBの編集をする手順は？

「マンホールDBを編集するには？」

1.「データ」－「マンホールDB編集」からマンホールDBの編集を行います。

プロジェクト新規作成時に設定したDBデータを編集します。

2．路線に使用しているマンホールコードを追加、挿入、削除をします。

3．「マンホールコード重複チェック」により重複しているマンホールコードを見つけることができます。
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8. 地盤高を補間するには？

「地盤高補間に必要な手順は何ですか？」

1．「縦断設計」－「地盤高補間」から地盤高補間を行います。

路線の起点と終点の地盤高をもとに、各スパンの地盤高の値を算出できます。

2．対象地盤高を「計画地盤高」、「現況地盤高」、「計画+現況地盤高」から選択できます。

3．「路線データ」でカーソルを補間対象とする路線に置いて、「OK」を選択。
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9. 外部のプロジェクトDBを取り込む方法は？

「外部のプロジェクトDBを取り込むのに必要な手順は何ですか？」

1．「ファイル」－「データインポート」からインポートダイアログを開きます。

2．「インポート元ファイル」を選択し、「ファイルを開く」からデータの参照元ファイルを指定します。

3．「プロジェクトDBインポート」を選択し、インポートしたいDBにチェックを入れて「インポート」を選択します。

インポートにチェックを入れると対象DBをインストールします。上書きにチェックすると同じデータがあった場

合に上書きします。



23

10. 管網を取り込む方法は？

「外部の管網を取り込むのに必要な手順は何ですか？」

1．「ファイル」－「データインポート」からインポートダイアログを開きます。

2．「インポート元ファイル」を選択し、「ファイルを開く」からデータの参照元ファイルを指定します。

3．「管網インポート」を選択し、インポートしたい項目にチェックを入れて「インポート」を選択します。

インポートにチェックを入れると対象項目をインストールします。

プロジェクトDBもここでインポートできます。
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11. 地下埋設物を考慮するには？

「路線と交差する地下埋設物を編集、追加する方法は？」

1.「データ」-「地下埋設物データ入力」を選択します。

2. 地下埋設物データを編集、または追加を行います。

3. 縦断図で使用する引出文字列は、地下埋設物データ画面で作成します。

引出文字列は、右クリックで自動作成も可能です。
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12. PNで作成した管網データを活用して雨水流出解析を行うには？

「雨水流出解析ソフトウェアSWMM5とは？」
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12. PNで作成した管網データを活用して雨水流出解析を行うには？

「SWMM5はどのような機能が利用可能ですか？」
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12. PNで作成した管網データを活用して雨水流出解析を行うには？

「PNとSWMM5との連携について教えて」

1．PIPE NETWORKのデータを解析ツールへエクスポート

SWMMで計算するためのデータがExcelの各タブのシートにインポートされます。

2．解析ツールのメニューで「EPA-SWMM実行」を選択

SWMM5が起動し、計算結果がExcelの各タブのシートにインポートされます。

3．解析ツールのメニューで「縦断図用データ出力」を選択

計算結果をもとに、PIPE NETWORKで解析結果を縦断図として表示するためのデータを出力します。

4．PIPE NETWORKで縦断図を作成します。選択された解析結果の水位が追加されます。



ご興味頂きありがとうございます。

ご要望等ございましたら、下記にお問い合わせください。

（株）パイプデザイン

Head Office:                      Tokyo Office: Fukuoka Office
〒733-0834                        〒108-0075 〒812-0011
広島市西区草津新町1丁目21-35      東京都港区港南１丁目9-36 福岡市博多区博多駅前1丁目23-2
広島ミクシスビル NTT DATA品川ビル (アレア品川) 13F Park Front博多駅前1丁目5F-B
Tel:082-279-8200                  Tel:050-5490-4469 Tel:050-7107-0915
Fax:082-279-8207                  

E-mail:info@pipedesign.co.jp

https://pipedesign.co.jp/home.php
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